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要　旨　　義足歩行時の大腿吸着式ソケットの内圧変化を明らかにした．

　1．坐骨結節レベルの最大圧力値は，長内転筋チャネル部，ハムストリングスチャ

ネル部，内壁中央部の内壁が高かった．

　2．坐骨結節部下5cmレベルではソケット外側の大殿筋チャネル部，大転子部に加

圧されてくる．

　3．接踵期に後壁から加重され踏み切り期に前壁へと内圧が移行する．

　4．坐骨結節部は歩行周期を通じてその圧力は他の部位に比べ大きなものではなか

った．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長大医短紀要3：99－102，1989
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はじめに

　大腿吸着式四辺形ソケットは，①体重の支

持，②義足の懸垂，③力の伝達，④外部情報

の受容と伝達などに優れている利点を持ち，

現在多く用いられている．大腿義足における

体重支持は，主として坐骨部とソケット内面

全体で行われ，特に後者における支持性が上

に述べた長所を生み出していると考えられる．

よい装着感を生むためには単位面積当りの圧

力を減少させ体重の分散をしていかなければ

ならない．また，力の効率的伝達にはソケッ

トと断端の間に常に安定した結合状態を保た

なければならない．さらに地面状の外部情報

は断端表面に対するソケットからの圧力変化

として伝達されているといわれている．

　今回われわれは大腿吸着式四辺形ソケット

の役割を知るとともに義足歩行を内圧の変化

から各壁の働きにっいて検討を加えた．

対象と方法

　対象：大腿切断者5例で切断後3年以上を

経過したもので大腿吸着式義足を常用してい

るものとした．義足は常用の大腿吸着式ソケ

ット，単軸膝継手，F．J足部を使用し，自由

歩行をさせた．

　装置：半導体ロードセルの圧力センサー

（豊田工機社）を用いた内圧測定器に歩行周

期を同調させマイクロコンピューターで処理

した．

　測定部位：①長内転筋チャネル部，②大腿

直筋部，③大転子部，④大殿筋チャネル部，
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⑤坐骨結節部，⑥ハムストリングスチャネル

部，⑦内壁中央部を坐骨レベルとそれより下

5cmごととした．　（図1）

後壁にあたる大殿筋チャネル部，坐骨結節部，

側壁の大転子部の最大圧力値は前者に比べ大

きなものではなかった．
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2．坐骨結節下5cmレベルでの最大圧力値

　（図3）

　この高位ではソケット外側に力が働き．外

側への支持力が高められている．これは後壁

外側にあたる大殿筋チャネル部，側壁の大転

子部の最大圧力値が高いことから理解できる．

一方，坐骨結節レベルでソケット内圧が最も

高かった内壁の圧力は減少した．坐骨結節部

はここでも他に比べ最大圧力値は小さいもの

であった．

1長内転筋チャネル部

2大腿直筋チャネル部

3大転子部
4　大腿筋チャネル部

結　果

5坐骨結節部
6　ハムストリングスチャネル部　　　　9々㎡

7内壁中央部

図1　測定部位

1．坐骨結節レベルでの最大圧力値（図2）

　坐骨結節レベルでは，長内転筋チャネル部，

ハムストリングスチャネル部，内壁中央部の

三部分に最も加重されており，ソケット内壁

が体重支持面として働いていることがわかる．
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図2　坐骨結節レベルでの最大圧力値

3．歩行周期におけるソケット内圧の変化

　，（図4）

　歩行周期からソケット内の圧力変化をみた．

内壁は長内転筋チャネル部，前壁は大腿直筋

チャネル部，側壁は大転子部，後壁は大殿筋

チャネル部と坐骨結節部どした．

　接踵期から足平期にかけて大殿筋部に第一

峰がみられる．この時期の制動力が後壁に働

いていることを意味している．大殿筋部では

その後，抜重効果が現れ第二峰の出現は著名で

はなく遊脚期に移行してしまう．他の部位で

も第一峰がみられたが第二峰に比べ低い値を
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図4　歩行周期におけるソケットの内圧変化

示している．立脚中期はどの部位も抜重して

きているにもかかわらず，大転子部でこの時

期から第二峰への加重がみられた．踵離期か

ら離尖期の踏み切り時期に長内転筋チャネル

部，大腿直筋チャネル部に加重され，内壁，

側壁で歩行の推進力である駆動力の圧力が加

わってくる．坐骨結節部は第一峰，谷，第二

峰を有し正常歩行の床力波形に類似した圧力

変化をしめしたが，歩行周期を通じてその圧

力は大きなものではなかった．

まとめと考察

　大腿吸着式四辺形ソケットは坐骨受けをつ

くり，これに坐骨結節部を乗せ体重支持をし

ていると考えられているが，今回の結果から

坐骨結節部より内壁部の加重が大きいことが
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わかった．ISNYソケットが内壁に炭素繊維

を用いることや四辺形ソケットの内壁の亀裂

の多いことあらもあきらかである．また，大

腿切断患者の歩行時の会陰部の疹痛も内壁加

重に起因していると考えられる．このように

荷重の一部分への集中による体重支持の方法

としてCAT／CAMなどソケット全体への分散

が注目されてきている．

　坐骨結節部の役割についてRadocliffeは接

踵期の膝の安定1）に，竹内らは踏み切り期の膝

の安定に作用すると述べている2）が，坐骨結節

部の加重は少なくむしろ後壁全体の圧力が接

踵期に前壁全体の圧力が踏み切り期での体重

支持に働くとともに膝の安定に関与している

と考えられる31また，立脚中期から踏み切り

期で外壁に加重され左右の安定に作用してい

ると考えられた．これらのことから正常歩行

の床反力と同様にソケット内において床反力

作用点の移動がなされていることがわかった．

また，ソケットの内圧の変化は，歩行周期で

の筋収縮にも影響されていると思われた．
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